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広報ああず 2001 6月号

_0歯をみがくときは水をとめて
水を出しながうみがくと18Q流れ

ます。

コップ3杯使ってみがけばO.5Qで
すみます。

水
は
生
命
の
源
で
す

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

水
の
大
切
さ
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

水@よ手な健~\)方

-~戸-，

Oおふろの水をもう一度
l回の残り湯を洗濯やそうじに利用す

るとlOOQ以上節約になります。
--戸r

___ ci ' 

。じゃ口のあけしめを
じようすに

ちょっとひねって使うと1

分間で6Q流れます。
いっぱいにひねって使う

と1分間で20Qも流れま
す。

2 

0車を洗うときはバケツで
ホースで洗うと

300Qもの水を

使います。

F下~バケツで洗うと
50Qですみます。



6月号広報ああず 2001

水道料金の計算方法
大洲市の水道料金(平成11年6月かう)は、定額の基本料金と基本
水量を超えて使用した水の量に応じて支払う超過料金に量水器使用料
を加え、これに消費税率5%を乗じた金額になっています。

-~3世SE3= 基本料金+超過料金+量水器使用量+消費税

簡単
です

玖 a 1."1/)月，)0111]史H:I¥Jにつ I呈呈ノム否al-ll!El，)m/mV.l明王王l
基本料金 8rTIまで ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 710円① (8rTI分)
超過料金 8討を超え10rTIまで ・・・・・・・・ 150円② (1rTIにつき75円X2rTIなので)

10討を超え20rTIまで・・・・・・ 1，300円③ (1rTIにつき130円X10rTIなので)
20rTIを超え40ばまで・・・・・・ 2，100円④ (1rTIにつき140円X15rTIなので)

量水器使用料 口径13m/m・・・・・・・・・・・・・ 60円⑤
消費税 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 216円⑤
したがって1カ月の水道料金は
基本料金①+27rTI分の超過料金(②+③+④)+量水器使用料⑤+消費税@=4，536円

水 道 使 用 料 量水器使用料¥

用途
料 金 ( 1力月につき)

口径
1力月

基本水量 基本料金 超過料金 (1円1Cっき) 使用料

8mを超え10mまで 75同
13m/m 60円

言十 家事用 8m ワ10円
10討を超え20計まで 130円
20討を超え40mまで 140円
40mを超えるもの 155同 20m/m 120円

量 15討を超え20計まで 90円
団体用 15m 2，300円 20mを超え40mまても 150円 25m/m 140円

給 40mを超えるもの 170円
15mを超え20r汗まで 90円 40m/m 280円

営業用 15計 2，300円 20mを超え40mまで 150円
水 40討を超えるもの 1ワO円 50m/m 1，400円
工場用 200m 22，000円 200併を超えるもの 170同
銭湯用 100m 4，500円 100討を超えるもの 85円

75m/m 1.700円ノ
臨時用 1m 330円 1mを超えるもの 330円

43主0]1~部主
主F事E主宰翠R
水道は、安全な水を供給する

ため法律によって厳しく管理さ

れています。

各家庭で、水道の新設・改造

修理-撤去などの工事を行うと

きは、必ず市の指定給水装置工

事事業者 (指定工事業者)へ依

頼してください。

市内の指定給水装置工事事業者

ん
日
水
が
で
な
い
!

せ
H

A

マ
自
分
の
家
だ
け
水
が
出
な
い
と
き

季
語

・
刊
日

止
水
栓
が
聞
い
て
い
る
か
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

げ

υ
・
近
所
一
帯
で
水
が
出
な
い
と
き

tι

υ

水
道
管
の
破
裂
や
停
電
な
ど
、
突
発
的
な
事
故
が
考
え
ら

拾
…
れ
ま
す
。

税
日
・
水
の
出
が
悪
い
と
き

瀞
一

給
水
管
が
古
く
な

っ
て
、
管
の
内
側
に
水
ア
カ
、
サ
ピ
、

に
い
コ
ブ
が
つ
き
、
水
が
通
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

引
い
水
が
に
ご
る
!

肘
…

水
道
の
水
は
無
色
透
明
で
す
。
何
か
色
が
つ
い
て
い
る
と

向
日
き
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

n

H

A

マ
赤
く
に
ご
っ
た
水
が
出
る
と
き

一一

…

水
道
管
の
中
の
サ
ビ
が
流
れ
出
し
た
も
の
で
す
。
水
道
工

バ
川
事
に
よ
る
断
水
、
消
火
活
動
、
使
用
量
の
急
激
な
変
化
な
ど

釘
日
に
よ
っ
て
お
こ
り
ま
す
。
し
ば
ら
く
の
問
、
じ
ゃ
口
か
ら
水

削
日
を
出
し
て
お
く
と
き
れ
い
な
水
に
な
り
ま
す
。

働
…
・
白
い
水
が
出
る
と
き

初
い

水
道
管
の
中
の
空
気
と
水
が
か
き
ま
わ
さ
れ
て
、
た
く
さ

Z
E
-
-

ロ
'
上
川
ん
の
小
さ
な
ア
ワ
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
し
ば
ら
く
そ
の
ま

kx
-
民
日
ま
に
し
て
お
く
と
き
れ
い
な
透
明
の
水
に
な
り
ま
す
。

日
漏
水
の
応
急
手
当

日

修
理
が
終
わ
る
ま
で
、
と
り
あ
え
ず
止
水
栓
を
右
に
回
し

日
て
、
水
を

一
時
的
に
止
め
て
く
だ
さ
い
。
止
水
栓
は
メ
l
夕

日
ボ
ッ
ク
ス
の
中
か
道
路
と
宅
地
の
境
に
あ
り
ま
す
。

日
{
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
}
水
道
課
宮
@
3
7
5
3
(直
通
)

業 者 名 所在地 電 話

(荷ア サ ノ設備 北只 24-0783 

淳山水道工事庖 田口 24-2583 

伺いの水道設備 田口 24-2216 

伊予屋住設 大洲 24-2541 

備)内田電気水道設備 徳森 25-2858 

大塚鉄 工 所 新谷 25-0300 

岡福水道工事庖 田口 24-3656 

債)オ クダ設備 新谷 25-4107 

債)神田鉄工所 東大洲 24-4122 

神 南 設 備 菅田 25-4684 

伺菊地浄化槽センター 五郎 24-0013 

城戸電業社 徳森 25-2944 

久保鉄工所 八多喜 26-0537 

伺佐々木鉄工 春 賀 26-0875 

佐藤水 道庖 中村 24-4410 

上甲建設側 菅田 24-5914 

谷本建設工業側 平野 24-5161 

中央建設 (槻 柚木 24-3556 

(槻 土居 鉄工所 東大洲 24-4519 

徳 木フ忙木 設 備 徳森 25-4023 

備)南予水道住設 東大洲 25-1350 
制西田興産 徳森 25-0211 

西田水道庖 八多喜 26-0265 

備)星加水道設備 八多喜 26-0020 

松浦建設側 菅田 25-5335 

伺丸電工業 若宮 24-5351 

領)ニ原設備 大洲 24-3783 

(紛宮 π 建設 新谷 25-0242 

村上工業(紛 若宮 24-3141 

側四電工大洲営業所 北只 24-4595 

大洲市管工事協同組合 大洲 23-3398 
※水道に関するお問い合わせは、水道課まで。

(ι

市
県
民
税
の
一
部
が

一
改
正
さ
れ
ま
し
た

一

六
月
は
、
市
民
税

・
県
民
税
を
納

一
め
て
い
た
だ
く
月
で
す
。
本
年
度
も

一
昨
年
に
引
き
続
き
地
方
税
の

一
部
が

一
改
正
さ
れ
、
市
民
税

・県
民
税
に
つ
い

一
て
も
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

一
[改
正
の
ポ
イ
ン
ト
]

一一

長
期
所
有
土
地
等

(五
年
超
)

一

の
譲
渡
に
係
る
特
例
の
延
長

一

平
成
十
一
年

一
月

一
日
か
ら
平
成

一
十
二
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
間

一
に
長
期
所
有
の
土
地
等
を
譲
渡
し
た

一
場
合
の
譲
渡
所
得
に
つ
い

て
は
、
特

一
別
控
除
後
の
譲
渡
益
に
対
し

一
律

一
六

%
(市
民
税
四
%
・県
民
税
二
%
)
の

一
税
率
で
課
税
す
る
特
例
措
置
が
講
じ

一
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
適
用
期

限
が
平
成
十
五
年
十
二
月
三
十
一

日

(平
成
十
六
年
度
分
)
ま
で
三
年
間
延

一
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た。

二

特

定

の
居
住
用
財
産
の
買
換
え

の
場
合
の
譲
渡
損
失
に
係
る
繰
越

控
除
制
度
の
延
長

平
成
十

一
年

一
月

一
日
か
ら
平
成

一
十
二
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
間

一
に
、
所
有
期
間
五
年
超
の
居
住
用
財

一
産
の
譲
渡
を
し
、
居
住
用
財
産
に
買

一
換
え
た
場
合
に
お
い
て
譲
渡
損
失
の

一
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
一
定
の
要
件
の

一
下
で
三
年
間
繰
越
す
こ
と
を
認
め
る

一
制
度
が
二
年
間
に
限
り
措
置
さ
れ
て

一
い
ま
し
た
が
、更
に
適
用
期
限
が
三
年

一
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
※
詳
し
く
は
、
税
務
課
市
民
税
係
ま

一
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
2
8
)

向

3 
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国保

人
間
ド
ッ
ク
申
し
込
み
受
付

費
用
の

8
割
を
助
成

一ーム込み生
保険環境課国保係

ft24ー2111 内線165

白
J 分

巌?

28 
めい

申定
し員
込は
み180
受人
付で
期
希
閏聞
は書
6乏
早お
t 場
日&
弘、口

三lま
局理
日さ
まな
で り
で十ま
tOす

大
洲
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
が
人
間
ド

ッ
ク
を

受
診
す
る
と
き
の
費
用
の

一
部
を
助

成
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
病
気
な
ど
の
未
然
防
止

お
よ
び
早
期
発
見
に
よ
り
重
症
化
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。
「
自
分
の
健
康
は
自
分
自
身
で

守
る
」
た
め
に
、
ぜ
ひ
人
間
ド

ッ
ク

を
受
診
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

{受
診
で
き
る
人
}

V
大
洲
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
V
平
成
十
三
年
四
月

一
日
現
在
で
、

満
三
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の

人た
だ
し
、
既
に
老
人
医
療
受
給
権

者
に
な

っ
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
o

v
前
年
度
中
に
病
院
な
ど
で
入
院
治

療
を
受
け
て
い
な
い
人

V
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い

る
世
帯
の
人

{受
診
者
の
負
担
額
}

男
性
九
千
二
百
円

女
性
九
千
八
百
円

{定
員
}
百
八
十
人
程
度

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、

抽
選
結
果
は
七
月
上
旬
に

郵
便
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

{受
診
期
間
}

平
成
十
三
年
七
月
十
日
か
ら

平
成
十
四
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

{申
し
込
み
受
付
期
間
}

六
月

一
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で

{持
参
品
}
保
険
証
、
印
鑑

{申
し
込
み
先
}

保
険
環
境
課
国
保
係

O
こ
の
受
診
結
果
は
今
後
の
保
健
指

導
に
役
立
て
る
た
め
、
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
資
料
と
し
て
提
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ご
理
解
の
う
え

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

O
受
診
さ
れ
る
人
が
決
定
す
る
と
、

市
役
所
保
険
環
境
課
か
ら

「受
診

券
」
を
交
付
し
ま
す
。

O
受
診
日
時
は
、

直
接
医
療
機
関
と

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

[受診できる医療機関] (順不同)

医療機関名 電話番号 実施曜日 婦人科検診

市立大洲病院 24-2151 月~金 当院内

喜多医師会病院 25-0535 月~金 院 外

大洲中央病院 24-4551 月-木~日 院外

加戸病院 24-5101 月~金 院 外

大洲記念病院 25-2022 月~金 院外

[受診費用の内訳]

国保 受診者
性別 費用額 助成額 負担額

( 8割) ( 2割)

男性 46，000円 36，800円 9，200円

女性 49，000円 39，200円 9，800円

※祝日は受診できません。

酸瞳閣コてな謁ー巴?
もうすぐ
梅雨入り
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酸性雨l

bj;j 
bb 

硫酸

硝酸

H2S04 
HN03 

。

硫黄酸化物

窒素酸化物
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O
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一間
円
一

一
回
H
a
-

-H
冗
一

一-吉
岡
一

一五
旦

=
吉
岡

一

一周
一

酸性雨による問題

酸性雨とは、石炭や石油などの化石燃料を燃焼さ

せた際に生じる硫黄酸化物が大気中の雲や水蒸気な

どと反応して、最終的には、硫酸イオン、硝酸イオ

ンなどに変化し、強い酸性を示す降雨又は乾いた粒

子状物質として降下する現象を言います。酸性度の

高い雨 [pH5.65以下 (注1)Jによって森林が枯れ
たり 、湖沼の生物が死滅、建造物の被害が発生して

おり、この酸性雨による影響は、ヨーロ ッパをは じ

め北米、東南アジア、中固などを中心に国際的な問

題となっています。酸性雨は中国では「空中鬼」と

呼ば‘れ恐れられています。

(注1)pH:水素イオン指数
酸性、アルカリ性の度合いを表す指数。中性が7で、

Oに近づく ほど酸性度が強く 、14に近づく ほどアルカ
リ度が強い



え
市役所の

農林課は別館2階
地方拠点都市対策課は本館2階
企画調整課・ダム対策室、商工観光課は

本館3階へ移動

市
役
所
に
は
、
た
く
さ
ん
の
課
や
係
が
あ
り
ま
す
。

ど
こ
で
手
続
き
し
た
ら
い
い
の
か
、
分
か
ら
な
い

と
き
は
、

1
階
総
合
案
内
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

連絡廊下

連教大

絡育~
事委要
務員品

所会区

廊下

庫

電子計算室

農林課
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書

教育委員会

(総務課学校教育諜 )
同和教育課
社会教育体育課

ステージ

多目的ホル

3肱;去住
地方拠点都市; 翁}II :望書

参与室|対策課 ;霊等(主塁

建設課

-彊圏・

都市整備課 ・ 下水道課

社会福祉課
(同和対策室)
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[福祉事務所社会福祉課庶嘉言1
F 宮24-2111 内線181

現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
六
月
末
ま
で
に
「
児
童
手
当

現
況
届
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
課
ま
た

は
最
寄
り
の
各
連
絡
所
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年

の
所
得
状
況
や
六
月
一
日
現
在
で
の

養
育
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め

に
、
毎
年
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
も
の
で
す
。

手
続
き
Q
&
A

間
届
出
書
に
記
入
す
る
内
容
は
去

年
と
同
じ
な
ん
で
す
け
ど
、
届
け

出
を
し
な
い
と
い
け
な
い
の
?

答

届
け
出
は
毎
年
必
要
で
す
!

引
き
続
い
て
受
給
資
格
が
あ
っ

て
も
、
期
限
内
に
現
況
届
を
提
出

さ
れ
な
い
場
合
は
、
六
月
分
以
降

の
手
当
の
支
払
い
が
停
止
さ
れ
ま

す。
必
ず
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
現
況
届
の
書
類
は
ど
う
し
た
ら

も
ら
え
る
の
?

答

郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

{現
況
届
の
送
付
に
つ
い
て
}

現
況
届
に
必
要
な
書
類
な
ど
は
、

六
月
上
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

間
受
給
要
件
に
あ
て
は
ま
る
の
に

書
類
が
届
か
な
か
っ
た
ら
ど
う
す

る
の
?

答

受
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
の

に
、
六
月
中
旬
を
過
ぎ
て
も
書
類
が

届
か
な
い
場
合
に
は
、
社
会
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
現
在
の
児
童
手
当
の
受
給
要
件
は

次
の
と
お
り
で
す
。v

要
件
に
該
当
す
る
人
で
、
ま
だ
児

童
手
当
の
申
請
を
し
て
い
な
い
人
は
、

社
会
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

{受
給
要
件
}

・
義
務
教
育
就
学
前

(6
歳
到
達
後

最
初
の
年
度
末
)
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
こ
と
。

※
平
成
7
年
4
月
2
日
以
後
に
生
ま

れ
た
児
童

※
た
だ
し
、

①
所
得
が

一
定
額
以
上
の
人
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

②
公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
社
会
福

祉
課
庶
務
係
ま
で

E
@
2
1
1
1

(肉
親
1
8
1
)

6 

集
落
に
対
し
て
交
付
金
を
函
接
支
払
い
ま
す

ご
存
じ
で
す
か
?
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

中
山
間
地
域
は
川
の
上
流
に
位
置
区
域
内
)
で
あ
る
こ
と

し
、
農
業
生
産
活
動
等
を
通
じ
て
国

②
別
表
の
傾
斜
度
が
あ
り
農
業
生
産

土
の
保
全
、
水
源
の
か
ん
養
、
良
好
条
件
不
利
地
で
あ
る
こ
と

な
景
観
形
成
な
ど
の
多
面
的
機
能
を
③
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
面
的
な
ま

発

揮

し

て

い

ま

す

。

と

ま

り

が

あ

る

こ

と

し
か
し
、
傾
斜
地
が
多
い
な
ど
の

④
耕
作
放
棄
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

立
地
特
性
と
担
い
手
の
高
齢
化

・
減

{

対
象
行
為
}

少
等
か
ら
耕
作
放
棄
地
が
増
加
す
る
集
落
で
締
結
し
た
耕
作
放
棄
の
防

こ
と
に
よ
り
、
こ
の
機
能
の
低
下
が
止
な
ど
を
内
容
と
す
る
集
落
協
定
書

懸

念

さ

れ

て

い

ま

す

。

に

基

づ

き

、

五

年

以

上

継

続

さ

れ

る

こ
の
た
め
、
農
業
生
産
活
動
等
の
農
業
生
産
活
動
及
び
多
面
的
機
能
の

維
持
を
図
り
つ
つ
、
耕
作
放
棄
地
の
増
進
に
つ
な
が
る
行
為
と
し
て
取
り

発
生
を
防
止
し
多
面
的
機
能
を
確
保
組
む
活
動

す
る
観
点
か
ら
、
以
下
の
要
件
を
満
{
対
象
者
}

た
し
た
集
落
に
対
し
て
交
付
金
の
直
集
落
協
定
に
基
づ
き
、
五
年
以
上

接
支
払
い
を
実
施
し
ま
す
。
継
続
し
て
農
業
生
産
活
動
等
を
行
う

各
集
落
で
ご
検
討
い
た
だ
き
ご
相
者

談

く

だ

さ

い

。

※

今

回

の

制

度

に

は

集

落

と

し

て

取

{対
象
農
地
}

り

組

む

必

要

が

あ

り

ま

す

。

次
の
①
1
④
の
す
べ
て
に
該
当
す
{
交
付
単
価
}
別
表
の
と
お
り

る

農

地

{

交
付
金
の
配
分
}

①
農
振
農
用
地
区
域
内

(宅
地
な
ど

交
付
金
は
ま
ず
協
定
集
落
へ
支
払

へ
の
農
地
転
用
が
認
め
ら
れ
な
い
わ
れ
ま
す
。
支
払
わ
れ
た
交
付
金
の

概
ね
二
分
の
一

以
上
が
、
集
落
の
共

同
取
り
組
み
活
動
に
使
用
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
残
り
が
、
耕
作

・

管
理
面
積
に
応
じ
て
個
人
に
配
分
さ

れ
ま
す
。

{実
施
期
間
}

平
成
十
二
年
度
1
平
成
十
六
年
度

{集
落
協
定
認
定
申
請
期
限
】

平
成
十
三
年
六
月
二
十
九
日
ま
で

詳
し
く
は
農
林
課
営
農
係
ま
で

宮

@
2
1
1
1
(内
線
2
2
5
)

傾斜度及び交付単価表

区 分 傾 斜 度
10a当 たり
年 害買

急傾斜地 1/20以上 21，000円
回

1/100以上
緩傾斜地

1/20未満 8，000円

急傾斜地 15度以上 11，500円
t田

地 8度以上
緩傾斜 15度未満 3，500円

※緩傾斜地は急傾斜地との連担性が必要

※一戸当たり100万円が交付限度

際費砲 与

ul冒剣類の登録
銃砲や万剣類を発見したとき

は、すみやかに万剣類発見届を

発見場所を管轄する警察署の生

活安全課に提出し、刀剣類発見

届出済証の交付を受けた後、発

見者(所有者)自身が銃砲刀剣

類を持参し、登録手続きをして

ください。

[日時]毎月第3水曜日

(祝日の場合は翌日)

.万剣類

午後l時~午後4時まで

.銃砲類

午後3時~午後4時まで

【場所]愛媛県庁

第一別館5階会議室

[持参するもの】

銃砲万剣類発見届出済証・当

該銃砲万剣類 ・身分証明書(運

転免許証、健康保険証など)・

愛媛県収入証紙(登録申請 l件

につき 6，300円分、登録証再交

付申請 1件につき 3，500円分)

※県収入証紙は伊予銀行各支庖

で取り扱っています。

※銃砲万剣類は発見時の状況の

まま持参 してください。

[問い合わせ先】

愛媛県教育委員会文化財保護課

宮 089・934・3229
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喝さY
誌

今
年
で
四
十
四
年
目
を
迎
え
る
大
洲
の
う
か
い
。
今
で
は
、

日
本
三
大
う
か
い
の
一
つ
に
数
え
5
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

お
得
な
料
金
で
楽
し
め
る
う
か
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
を
利

用
し
て
、
大
洲
な

5
で
は
の
情
緒
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

大
洲
の
つ
っ
か
い
」
を
広
く
市
民

の
皆
さ
ま
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
う
か
い
登
録
庖
に
よ
る

で
っ
か
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
」
の
実

施
期
間
を
さ
ら
に
拡
大
し
ま
す
。

う
か
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
デ
ー

実
施
月
及
び
曜
日

六
月
・
七
月
・
九
月
の
毎
週
水
曜
日

J 

中央公民館

宮24-3161

J 

乗
船
時
間

乗
船
場
所

大まう 十
洲たか九
城はい時
苧干 レ 1
綿訪日ス二
櫓法 ト十
下寺プー
河ラ時
原ザ

下
船
場
所

観
覧
料
金

六
月
・
七
月
・
九
月
の
毎
週
水
曜
日

大
型

(
貸
切
十
八
人
乗
り
)

二
万
三
千
円

(
通
常
三
万
五
千
円
)

小
型
(
貸
切
十
二
人
乗
り
)

[大人向け]

教室名 実施 問 い合わせ先

(講 師名) 日時 そ の イ也

英会話 2.4火曜 合24-3161 (中央公民館)

(紺田満徳) 19:00~ 初心者向き。ALT教師も遊びに来ます。

料 理 2・4木曜 tt24-3161 (中央公民館)

(植木照子) 19: OO~ 材料費は1固につき800円です。

華 道 1・3水曜 包24-3161 (中央公民館)

(平井繁義) 19 :OO~ キオ草ヰ費は1固につき800円です。

バドミントン 毎木曜 tt25-4531 (矢野雄三)

20: OO~ ラケットは各自で用意してください。
場所は勤労者体育館(平野運動公園内)

※いつからでも参加できますが、人数によ りお断りする場
合もありますのでご了承ください。また、講師の都合等
により開催日を変更することがあります。

一
万
七
千
円

(
通
常
二
万
五
千
円
)

九
月
二
十
日
(
う
か
い
最
終
日
)

大
型

(同
)

一
万

一
千
円

小
型

(
同
)

九
千
円

※
料
理
・
飲
物
は
別
途
承
り
ま
す
。

{問
い
合
わ
せ

・
予
約
先
}

大
洲
市
観
光
協
会
宮

@
2
6
6
4

ま
た
は
、
う
か
い
登
録
庖
ま
で

[小学生向け]

教室名 講師名 対象 用意するもの 開催時期など

絵画
城ノ戸和夫 2年生 画板 (1) 7月以降の第2・41

小j畢マスミ 以 上 48鉛筆 土曜に開催しまれ

(2)時間は9:00-

英会話
高瀬吉孝 4年生

筆記用具
11:∞(冬期は9:

高瀬明子 以上 30-11:30) 

大洲市車球 4年生
(3) 6月11日(月)までに

卓球
ラケット 学校の方へ申し

協会会員 以上 運動靴(室内用) 込んでください。

醸
樹
先
皇
恒
拠
出
苧
獄

対
馬
と
の
交
流

藤
樹
先
生
ゆ
か
り
の
地
と
の
交
流

を
深
め
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

や
文
化
の
振
興
を
図
る
こ
と
は
極
め

て
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

前
回
藤
樹
先
生
の
末
喬
中
江
ハ
ナ

ヱ
さ
ん
と
の
出
会
い
は
、
大
洲
と
対

馬
の
交
流
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

大
洲
か
ら
対
馬
に
お
け
る
中
江
家

の
こ
と
を
問
い
合
わ
せ
る
ま
で
は
、

地
元
で
は
そ
れ
ほ
ど
関
心
は
な
か

っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

い
ず
は
ら

対
馬
厳
原
町
の
橘
観
光
課
長
さ
ん

が
中
江
家
の
こ
と
に
つ
い
て
、
誠
心

誠
意
東
奔
西
走
し
て
調
査
を
し
、
た

く
さ
ん
の
写
真
や
資
料
を
送
っ
て
下

さ
っ
た
。

郷
土
の
先
哲
偉
人
を
顕
彰
す
る
こ

と
は
、
郷
土
を
興
す
第

一
歩
で
あ
る

と
東
洋
政
治
哲
学
・
人
物
学
の
権
威

で
あ
る
安
岡
正
篤
先
生
は
説
い
て
お

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
先

生
は
「
郷
執
」
と
い
わ
れ
「
郷
学
」

を
興
す
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
さ
れ

て
い
る
。

中
江
ハ
ナ
ヱ
さ
ん
は
、
昨
年
の
十

一
月
に
夫
を
亡
く
さ
れ
、
そ
の
悲
し

み
の
さ
中
で
あ
り
、
こ
の
度
の
大
洲

か
ら
の
三
十
五
名
の
来
訪
者
に
戸
惑

い
を
さ
れ
た
の
か
、
神
戸
に
住
ん
で

お
ら
れ
る
娘
さ
ん
に
対
馬
に
帰
っ
て

く
れ
る
よ
う
頼
ま
れ
た
よ
う
で
あ
っ

治ん句集号宛ノ
回目回目白田

(3) 

た
。
教
員
を
し
て
お
ら
れ
る
娘
さ
ん

方
か
ら
大
洲
史
談
会
へ
丁
重
な
お
断

り
の
竜
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

中
江
家
は
戦
前
は
朝
鮮
の
方
へ
行

っ
て
お
ら
れ
た
が
、
戦
後
対
馬
へ
引

き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
。
対
馬
で
は
旧

日
本
軍
の
宿
舎
の

一
軒
に
入
ら
れ
、

今
も
そ
こ
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
と
い

う
。
古
く
て
小
さ
い
家
な
の
で
多
く

の
来
客
に
気
兼
ね
を
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。

極
め
て
質
素
で
つ
つ
ま
し
い
生
活

を
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
と
橘
課

長
は
話
し
て
お
ら
れ
た
。

中
江
家
の
墓
参
を
希
望
し
て
い
た

の
で
、
そ
こ
で
ハ
ナ
ヱ
さ
ん
に
お
会

い
し
ょ
、
つ
と
い
、
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

対
馬
町
で
は
、
町
長
、
課
長
も
懇

親
会
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
、
こ
れ

か
ら
の
交
流
推
進
の
話
が
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。
厳
原
町
と
し
て
も
、

今
ま
で
余
り
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た

中
江
家
の
こ
と
が
分
か
り
、
ハ
ナ
ヱ

さ
ん
と
も
親
し
く
な
っ
て
こ
れ
か
ら

の
町
政
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

(

大
洲
藤
樹
会
)

7 
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一時保育|
事業 l

d 
期六

かお
tを
ま
す

今
年
も
大
洲
乳
児
保
育
所
で
一
時

保
育
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
保
護
者
の
労
働
・
職
業

訓
練

・
就
業
な
ど
の
た
め
に
、
家
庭

保
育
に
支
障
が
生
じ
た
場
合
、
原
則

と
し
て
平
均
週
三
日
を
限
度
と
し
て

断
続
的
に
一

日
を
単
位
と
し
て
、
お

子
さ
ん
を
お
預
か
り
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
保
護
者
の
病
気
・
け

が

・
出
産
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理

由
に
よ
り
緊
急
ま
た
は

一
時
的
に
家

庭
保
育
が
で
き
な
い
場
合
に
も
、
お

子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

O
対
象
児
童

0
歳
児
か
ら

9・・・ 匂

学生のみなさ九!
国民年金保険料の学生納付特例

制度(納付の猶予)があります

公文書公開請求 3件 ※公文書公開請求
公 公開決定 2件

件数と公開決定
開 うち全部公開 2件
j央 等件数が.異なる
~ι ~ うち部分公開 0 件

のは、請求日と
等 非公開決定 0件

公開等決定日の
不服申立て 0件

うち裁決 0 件
所属年度が異な

うち決定 0件 るため。

市民ポスト (平成12年度)
市民ポストは市役所ロビー、各公民館に設置されています。

受け付けた意見・提言等 24件

うち回答を行ったもの 1件

うち回答を要しなかったもの 23件

受け付けた意見 ・提言等のうち ...............17件
無記名・匿名によるもの

照

1
十
件
ヤ
し

就
学
前
児
童

繍

.)

口

同
国

O
保
育
時
間

a
F
γ
L
d「
崎
ゴ

八
時
三
十
分
か
ら
司
j
ハ

ち
司
4

十
七
時
ま
で

平
日
は
七
時
三
十
分
か
ら
十
八
時

ま
で
、
土
曜
日
は
七
時
三
十
分
か
ら

十
七
時
ま
で
延
長
保
育
も
可
能
で
す
。

O
利
用
料

一
人
に
つ
き
一
日
千
円

こ
の
事
業
は
、
平
成
二
年
度
か
ら
、

地
域
保
育
セ
ン
タ
ー
活
動
事
業
と
し

て
制
度
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

{申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
乳
児
保
育
所
宮

@
4
4
1
8

この制度は、学生本人の前年の所得が68万円以
下(年収で133万円以下)の方について、届出

(申請)をして承認を受ければ在学中の国民年金

保険料が後払いできる仕組みです。

承認を受けると学生納付特例期間中の障害や死

亡といった不慮の事態には、障害基礎年金または

遺族基礎年金が保証されます。

学生納付特例の期間は、届出のあった月の前月

から当該年度の末月までの期間で承認されます。

したがって、 4月分から納付特例を受けるには、

毎年5月末日までに住民票のある市町村役場へ届

出が必要となりますので申請を忘れず、に行ってく

ださい。

なお、届出の際、年金手帳、 印鑑、在学証明書

又は学生証等が必要になります。

また、学生納付特例期間は、追納 (10年以内に

保険料を納めること)がなけ 俗
れば老齢基礎年金の額の計算 丈V
に反映されなくなりますの

で、卒業後に追納されますこ

とをお勧めします。

[問い合わせ先]

市民課国民年金係

fi 24-2111内線111
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今
年
も
間
も
な
く
、
梅
雨
の
季
節
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
時
期
は
長
雨
や
集
中

豪
雨
に
よ
り
、
崖
崩
れ
や
地
滑
り
、
土
石

流
な
ど
の
土
砂
災
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
災
害
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ

た
め
、
次
の
よ
う
な
対
策
を
た
て
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

①

付

近

の

谷
川
や
水
路
に
ゴ
ミ
な
ど

が
詰
ま
っ
て
い
な
い
か
点
検
し
、
詰

ま
り
が
あ
れ
ば
取
り
除
く
。

②
家
の
周
囲
に
土
砂
崩
れ
な
ど
の
起

こ
る
危
険
な
箇
所
が
な
い
か
点
検
し

異
常
が
あ
れ
ば
市
や
消
防
署
へ
連
絡

す
る
な
ど
危
険
防
止
対
策
を
た
て
て

8 

ル
ー
ル
を
守
って

使
い
ま
し
ょ
う

電
波
利
用
保
護
旬
間

6
月
1
E
i
m自

習
~& 

総
務
省
四
国
総
合
通
信
局

包

0
8
9
・
9
3
6
・
5
0
5
1

備
え
は
で
き
て
い
ま
す
か
?

土
砂
災
害
に
対
す
る
心
が
ま
え

お
く
。

①

万

一
に
備
え
、
家
庭
で
避
難
場

所
を
決
め
て
お
き
、
非
常
持
ち
出

し
品
を
準
備
す
る
。

④

天

気

予
報
や
災
害
情
報
に
注
意

し
、
早
め
の
避
難
を
心
掛
け
る
。



ア
ス
ロ
ン
大
会

で
も
気
軽
に
参
加
が
で
き
ま
す
。

肌
伝
」
を
追
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

か
う
と
し
、
出
場
機
会
の
拡
大
を

、
ぜ
ひ
と
参
加
く
だ
さ
い
。

-
=--

}J¥学3年生かち参加OK!
各部門に「駅伝」

{開
催
日
}

平
成
日
年
8
月
ロ
日
田

{開
催
場
所
}

肱
川
・
肱
川
緑
地
公
園
・
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド

{競
技
種
目
}

V
小
学
生
部
門

3
1
6
年
生
各
男
子
・
女
子
の
部

駅
伝
の
部

(男
女

・
学
年
混
合
可
)

V
中
学
生
部
門

男
子

・
女
子
の
部

駅
伝
の
部

(男
女

・
学
年
混
合
可
)

V
高
校
生
部
門

男
子
・
女
子
の
部

駅
伝
の
部

(男
女
・
学
年
混
合
可
)

{競
技
内
容
}

V
小
学
生
部
門

ス
イ
ム

l
o
o
m
-バ
イ
ク
6
M

ラ
ン

2
M

V
中
学
生
・
高
校
生
部
門

ス
イ
ム

2
0
0
m
・
バ
イ
ク

m
M

ラ
ン

4
M

{定
員
}

1
5
0
名

(各
部
門
の
合
計
)

{参
加
費
}

1
0
0
0
円
(
駅
伝
は
l
チ
1
ム

3
0
0
0
円
)

{申
し
込
み
受
付
期
間
}

6
月
1
日
か
ら
7
月
日
日
ま
で

{申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
市
教
育
委
員
会
内
・
ジ
ュ
ニ

ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
実
行
委
員
会

大
洲
市
大
洲
6
9
0
番
地
の
1

告
(匂

2
1
1
1

(内
線
5
5
4
)

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
権
教
育
へ
の
始
動

二
十
一
世
紀
の
第

一
年
度
が
始

ま
り
ま
し
た
。

愛
媛
県
に
お
い
て
も
、
今
ま
で

の
取
り
組
み
を
静
ま
え
「
人
権
の

世
紀
」
に
し
て
い
く
た
め
の
条
件

整
備
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
今
号
は
、
そ
の
こ
と
を
中
心
に

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
第

一
に
、
こ
の
四
月
か
ら

県
関
係
各
課
の
課
名
の
整
理
・
見

直
し
に
よ
り
、
県
教
育
委
員
会
の

「
同
和
教
育
課
」
を
「
人
権
教
育

課
」
と
針
釈
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
「
地
域
改
善

対
策
協
議
会
意
見
具
申
」
に
は
じ

ま
り
、
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国

連
十
年
」
の
取
り
決
め
と
国
内
行

動
計
画
の
策
定
、
「
人
権
擁
護
推

進
審
議
会
答
申
」
発
表
、
「
人
権

教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
の
制
定
と
、
相
や
い

だ
国
の
動
き
に
対
し
、
本
県
で
も
、

「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
十
年
」

愛
媛
県
行
動
計
画
の
作
成
、
「
愛

媛
県
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
条

例
」
制
定
と
、
県
内
外
の
人
権
教

育
を
め
ぐ
る
動
向
を
踏
ま
え
て
の

こ
と
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
に
、
今
年
度
か
ら
同
和
教

育
に
関
連
す
る
事
業
名
や
教
育
の

No.272 

人
権
と
同
和
教
育

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
基
本
的
に

「
人
権
」
と
い
う
停
制
を
頭
に
か

ぶ
せ
る

(例
、
「
人
権

・
同
和
教

育
」
)
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
「
人
権
・
同
和
教
育
」
と

い
う
表
記
は
、
人
権
教
育
と
同
和

教
育
を
対
置
さ
せ
、
別
個
の
も
の

と
と
ら
え
る
の
で
な
く
、
あ
く
ま

で
人
権
教
育
の
な
か
に
同
和
教
育

を
位
置
づ
け
、
今
後
も
強
力
に
推

進
し
て
い
く
意
図
を
明
確
に
表
明

し
た
も
の
で
す
。

従
っ
て
、
人
権
教
育
全
体
の
幅

広
い
取
り
組
み
に
よ
っ
て
す
べ
て

の
人
々
の
基
本
的
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
必
ず

同
和
問
題
の
解
決
に
も
結
び
つ
い

て
い
く
の
だ
と
い
う
考
え
に
基
づ

い
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
県
の
「
人

権
・
同
和
教
育
」
に
対
す
る
具
体

的
取
り
組
み
に
注
目
し
つ
つ
、
市

同
和
教
育
審
議
会
、
同
理
事
会
等

の
意
見
を
十
分
伺
い
な
が
ら
、
本

市
で
の
具
体
的
な
進
め
方
を
早
急

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

9 



6月号

平成13年5月1日まで

に皆様からお寄せいただ

いた復元のための募金額

は、 190，201，966円
です。

広報おおず 2001

かわら版

え洲城2巳復

大洲市は、市の新しいシンボルとして、市政施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。また、このコ
ーナーlこ対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策係

-- ~習空5 、 --~

泊 J山LL '之 主主三三こイ4也♂.元科J

....現在の桝形付近 内線352

1大
聖洲
禁城
盃あ
関れ
口 ζ

桝5れ
形21
I 1 

まま24-2111

近
世
の
大
洲
城
は
今
か
ら
約
四
百

年
前
の
藤
堂
高
虎
・
脇
坂
安
治
の
時

代
に
完
成
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

二
重
の
堀
と
肱
川
と
い
う
要
害
を
巡

ら
し
た
大
洲
城
は
、
現
在
の
本
丸
跡

か
ら
、
東
は
大
洲
郵
便
局
、
西
は
旧

大
洲
病
院
、
南
は
大
洲
高
校
付
近
ま

で
に
渡
る
広
大
な
敷
地
を
有
し
て
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
城
郭
内
に
は
大

小
三
十
近
く
の
櫓
や
門
が
配
備
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
城
郭
と
し
て

与
え
ら
れ
た
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し

た
。そ
こ
で
、
今
月
号
か
ら
不
定
期
で

「
大
洲
城
あ
れ
こ
れ
!
」
と
題
し
、
近

世
の
大
洲
城
が
ど
の
よ
う
な
様
子
で

あ
っ
た
の
か
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え

し
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
ま
ず
大
洲
城
の
玄

関
口
で
あ
る
「
桝
形
と
三
の
丸
大
手

門
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

城
郭
の
玄
関
口
は
虎
口
と
呼
ば
れ
、

敵
を
向
か
い
討
つ
た
め
に
様
々
な
工

夫
が
凝
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
虎

口
の
最
も
発
展
し
た
形
態
が
「
桝
形

(
桝
形
虎
口
)
」
な
の
で
す
。

大
洲
城
の
城
郭
内
に
入
る
「
桝
形
」

は
、
商
人
町
と
船
場
に
近
い
現
在
の

大
洲
郵
便
局
付
近
に
あ
り
ま
し
た
。

大
洲
城
は
、
現
在
の
苧
綿
櫓
付
近
か

ら
南
方
に
外
堀
を
巡
ら
し
て
お
り
、

城
郭
内
に
入
る
た
め
に
は
、
こ
の
外

堀
を
渡
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
外
堀
を
渡
る

「
桝
形
」

が
作
ら
れ
た
の
で
す
。

「
桝
形
」
は

一
般
的
に
外
側
に
高

配
門
(
小
門
)
、
内
側
に
桜
門
(
大

門
)
が
配
置
さ
れ
ま
す
。
城
外
の
敵

を
攻
撃
す
る
際
は
、
櫓
門
を
聞
き
、

高
麗
門
を
閉
じ
て
城
兵
を
入
れ
、
そ

れ
か
ら
櫓
門
を
閉
じ
、
高
麗
門
を
聞

い
て
敵
兵
に
攻
撃
を
仕
掛
け
る
の
で

す
。
「
桝
形
」
と
は
こ
の
よ
う
に
城
兵

の
数
を
桝
の
よ
う
に
計
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
か
ら
そ
の
呼
び
名
が
つ
い

た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
桝
形
」
を
渡
り
終
え
る

と
道
筋
が
右
に
折
れ
て
二
階
建
て
の

櫓
門
(
三
の
丸
大
手
門
)
が
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
道
筋
を
折

り
曲
げ
る
こ
と
で
、
通
過
す
る
敵
兵

の
勢
い
を
止
め
、
櫓
門
と
土
塀
か
ら

弓
で
射
や
す
く
す
る
た
め
の
仕
掛
け

で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
「
桝
形
」
は
出
撃

む
し
ゃ
だ
ま
り

の
際
に
城
兵
を
待
機
さ
せ
る
武
者
溜

り
の
役
割
と
敵
兵
の
直
進
侵
攻
を
防

ぐ
役
割
を
持
ち
合
わ
せ
た
重
要
な
仕

掛
け
で
あ

っ
た
の
で
す
。

現
在
、
桝
形
の
名
称
は
「
桝
形
通

目

、
別
議
伊

JJk
rF
敢

弘
山

と

一一1

J
t
斗

ー
ζ
レ
耕

戸
円

T
rk一弘
ム
一
J

.

~

-

1
11

旨

E
ι船
引
U
P
f

wv山
駅
E
TE

市
州
川
国

一h
1雫
握
瑚
ぃ
ニ
Jj
戸

し議
r
T
1

1

一 り
」
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
桝
形
に
通
じ
る
通
り
&
し
て
の

意
味
合
い
の
よ
う
で
す
。

大
洲
城
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
た
く

さ
ん
の
特
徴
を
持
ち
合
わ
せ
た
興
味

深
い
城
郭
で
す
。
今
後
も
随
時
紹
介

し
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
・:
。

総
図
を
販
売
し
て
い
ま
す
!

図
2
で
紹
介
し
て
い
る
元
禄
五
年

大
洲
城
絵
図
は
、
大
洲
市
役
所
商
工

観
光
課
、
赤
煉
瓦
館
、
市
内
の
各
公

民
館
に
て
こ
千
円

(税
込
み
)
で
販

売
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
商
工
観

光
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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桝形企松本城の太鼓門

ソーラーシステム相談センター・香川
フリーダイヤル(通話無料)ft0120・447・688
ご相談受付時間午前9時~午後5時
(休日:土曜・日曜・祝日)

企図2r元禄五年大洲j成絵図j拡大図
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4/16 カナダ高校生が来庁

日本への修学旅行中で大洲市にも2日間滞在して‘肱川でのカヌ や大洲高等
学校での剣道を体験したカナダからの高校生ら15人が、この目、市役所を訪れま
した。桝田市長は、自らカナダを訪れたときの思い出を語り、高校生らからの庁

舎建設年や職員数、歴代市長や名誉市民についての質問に笑顔で答えていました。

4/9 いっぱい泳ぎよるよ!

今年も稚アユ約40万尾が肱川とその支流に放流されました。この日
は、肱川漁協、市観光協会、県、市関係者らのほか肱南保育所園児12人
も参加して如法寺河原に2万尾を放流しました。肱川を元気よく泳ぐ
稚アユ (約8cm、6g)も6月はじめには20cm近くの成魚、になるそうです。

11 

今春就職した新規学卒者約160人が参加し、第37回新就職者激励大会(主催。大洲商工会議
所大洲市教育委員会)が市総合福祉センタ で開催されました。先輩社会人の冨永宏治さん

(j A愛媛たいき勤務)らからの激励の後、新就職者を代表して立花直行さん (大洲市森林組合
勤務)と後藤紀子さん (伊予銀行大洲支庖勤務)がお礼0混とばを述べました。また、大洲市菅
回出身でテレビで活躍中のらくさぶろうさんが「夢見る勇気」と題して記念講演を行いました。

4/15 みんなでマナーアップ

二輪車愛好グループのozuライターズクラブ (松本武会長)と、高校生で組織
する大洲 喜多地区マナーアップクラブ (大洲農業高等学校3年生 中井里香会長)
が大洲警察署を起点に支通パレードを行い、 jR伊予大洲駅横の駐輪場の自転車を

きれいに整理して、交通事故防止や受通マナーの向上などを呼びかけました。

4/10 鵜の目で安全運転を!

春の全国交通安全運動期間中のこの目、大洲インターチェンジで変
通安全母の会、大洲斐通安全協会、警察、道路公団、県、市関係者ら

による焚通茶屋が行われました。うかいシーズンを前に、う匠さんも

参加して安全運転を呼びかけました。
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いきいき-

LifeI 
あなたの健康を
サポートします

6
月
の
脅
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
は
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

2
階
で
す
。

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
6
月
4
日
開
平
成
日
年
1
月
生
※

0
6
月
四
日

ω
平
成
日
年
日
月
生

0
6
月
初
日

ω
平
成
叩
年
5
月
生

受
付
時
間
日
時
i
日
時
却
分

持

参

品

母

子

手

帳

・
ア
ン
ケ
ー
ト

※
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要

【
問
カ
月
児
育
児
相
談
}

0
6
月
4
日
開
平
成
ロ
年
8
月
生

受
付
時
間

9
時
却
分

i
m時

持

参

品

母

子

手

帳

・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

-・=町t:1宜伸i:1:~~主h1日圃

6月3日(日)城戸眼科 (末広町)

ft 24-3008 

6月10白(日)沢井小児科医院(中村)

会 24-7530

院 (長浜)医米川

{
健
康
相
談

・
栄
養
相
談
】

0
6
月
お
日
開

相
談
時
間
叩
時
1
U
時
、
日
時
1
日
時

持

参

品

健

康

手

帳

予
約
制

生
活
習
慣
病
予
防
検
診
・

が
ん
検
診
の
お
知
5
せ

今
後
の
健
康
管
理
に
役
立
て
る
た
め
、

検
診
を
き
ち
ん
と
受
け
ま
し
ょ
う
。

既
に
送
付
し
て
あ
る
問
診
票
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

食
生
活
習
慣
病
検
診
、
結
核
検
診
、

肺
・
胃
・
大
腸

・
婦
人
が
ん
検
診

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
保
健
セ
ン
タ
ー
)

6
月
5
日
附

・
7
日
附

・
8
日
幽

・
日

日
開
・
川
崎
日

ω

食
生
活
習
慣
病
検
診
、
結
核
検
診
、

肺
・
胃

・
大
腸
が
ん
検
診
(
婦
人
が
ん

検
診
を
除
く
)

三
善
連
絡
所

6
月
お
日
同

安
婦
人
が
ん
検
診

南
久
米
連
絡
所

6
月
4
日
開

菅
回
連
絡
所

6
月
比
日
同
・
日
日
幽

日
歳
以
上
の
人
の
乳
が
ん
検
診
は
、

今
年
度
か
ら
、
視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
イ
検
診
を
同
時
に
実
施
し
ま
す
。

料
金
や
時
間
に
つ
い
て
は
、
健
康
チ

ェ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

まま 52一0165

6月17日(日)亀井小児科 (東大洲)

6月24日(日)池田医院 (東大洲)

ft 24-3100 

-~司~蓮司冨E・
曜日によって救急当番病院は

変わります。昼間 ・夜間の急患

など、ご相談は、その日の当番

病院まで。

ft 24-3757 

大
洲
保
健
所

予
約
制

【
エ
イ
ス
検
査
・
相
談
】

O
第

1
・
3
火
曜
日

日
時

i
u
時

【
難
病
医
療
相
談
}

O
第

3
火

曜

日

目

時
1
日
時

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第

3
金

曜

日

日

時

1
日
時

【
H
T
L
v
l
1
抗
体
陽
性
者
相
談
}

O
月
1
金
曜
日

9
時
1
M
時
却
分

【
女
性
の
健
康
相
談
】

O
第
3
木

曜

日

目

時
1
口
時

{
思
春
期
健
康
相
談
】

O
第
4
木

曜

日

日

時
1
日
時

{
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
}

O
第
3
水

曜

日

日

時

1
日
時

献
血
の
お
知
う
せ

6
月
7
日
同

市
立
大
洲
病
院
叩
時
1
ロ
時

平
成
病
院
日
時
却
分
i
M山
時
却
分

6
月
日
日
掛

大
洲
市
役
所

叩
時
l
m
時

6
月
幻
日
附

愛
媛
銀
行
大
洲
支
庖
及
び
加
戸
病
院

日
時
加
分
1
日
時

J
A
愛
媛
た
い
き
本
所
及
、び
西
国
興
産

日
時
ぬ
分
1
日
時
初
分

市立大洲病院 (西大洲)

公 24-2151

加戸病院 (若宮)

ft 24-51 01 

大洲中央病院 (東大洲)

ft 24-4551 

月・火曜日

日

木~日曜日

曜フk

d
v
A
W
 

多

少

B
Mrμ 

平
成
十
三
年
度

生
-
宿
泊
尚
一
子
羽
田
諸
問
肱
哩

l
会
員
募
集

1
回

5
月
幻
日
制

2
回

6
月
幻
日
附

3
回

7
月
お
日
制

古
文
書
解
読
大
洲
藩
君
命
録

講

師

芳

我

一
章
先
生

4
固

8
月
幻
日
同

郷
土
の
歴
史
明
治
警
察
秘
録

講

師

村

上

恒

夫

先

生

，

5
固

9
月
刊
日
日
附

郷
土
の
歴
史
竹
之
窪
水
論

講

師

二

宮

文

恩

先

生

6
回

m月
M
日
嗣

読
書
宮
尾
登
美
子
の
描
い
た
女
た

ち

講

師

稲

積

御

寮
先
生

7
回

円

月

泊

目

附

読
書
読
書
の
楽
し
み
方

講

師

酒

本

惰

二
郎
先
生

8
回

1
月
幻
自
附

9
回

2
月
U
日
制

叩
回

3
月
U
日
附

古
文
書
解
読
大
洲
藩
君
命
録

講

師

芳

我

一

章

先

生

穴
場
所

大
洲
市
立
図
書
館

食
時
間

午
前
9
時
泊
分
1
日
時
却
分

食
会
費

無
料

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
図
書
館
へ

会
(旬

4
4
1
9

六

月

新

刊

案

内

読
み
聞
か
せ

ア
ホ
か
も
し
れ
なし
いあ
日 わ
本せ
人沢草
永木命
井景
明士子
著'著

12 



6月号広報おおず 2001

行
政
相
談
委
員
に

辻
さ
ん
と
山
本
さ
ん

当
市
の
行
政
相
談
委
員
に
総
務
大
臣

か
ら
次
の

2
人
の
方
が
再
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
(
委
嘱
期
間
は
平
成
日
年
3
月
幻

日
ま
で
)

V
氏
名
住
所
電
話

V
氏
名
住
所

辻

陽

子

大
洲
六
八
八
番
地
二
三

@
4
2
9
4
 

山

本

敏

和

大
洲
西
大
洲
甲

二
六
四
二
番
地
の

一

電
話

@

5
0
7
2

行
政
相
談
委
員
は
、
公
平

・
中
立
な

立
場
で
皆
さ
ん
の
行
政
に
関
す
る
苦
情

や
意
見
・
要
望
の
ご
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

(
広
報
お
お
ず
最
終
ペ

l
ジ
相
談
ご
と
案

内
を
参
照
)

6
月
は
外
国
人
労
働
者

問
題
啓
発
月
間

6
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発

月
間
」
で
す
。

外
国
人
労
働
者
の
適
正
な
一雇
用
・
労

神田 鉄 工所

会 24-4122

田水道庖

ft26-0265 

(有)

西

6月2日出

働
条
件
の
確
保
と
不
法
就
労
の
防
止
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
次
の
と
こ
ろ
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ハロ
l
ワ
l
ク
大
洲

大
洲
公
共
職
業
安
定
所
公
@

3
1
9
1

日
本
に
永
住
し
て
い
る
旧

軍
人
軍
属
な
ど
(
外
国
人
)

で
あ
っ
た
皆
さ
ん
及
び
遺

族
の
皆
さ
ん
へ

平
和
条
約
国
籍
離
脱
者
等
で
あ
る
戦

没
者
遺
族
等
に
対
す
る
弔
慰
金
等
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

{
金
額
】

弔
慰
金

2
6
0万
円
(
ご
遺
族
)

見
舞
金

4
0
0
万
円
(
重
度
戦
傷
病

者
)
{
対
象
者
】

特
別
永
住
者
と
し
て
日
本
に
永
住
し

て
い
る
方
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
①
昭
和
ロ
年

7
月

7
日
以
後
公
務
傷
病

に
か
か
り
、
こ
れ
に
よ
り
昭
和
尚
年

ロ
月
8
日
以
降
死
亡
さ
れ
た
方
の
ご

遺
族

②
昭
和
ロ
年

7
月
7
日
以
後
公
務
傷
病

戸電業社

ft25-2944 

山水道工事庖

合 24-2583

土居 鉄 工所

公 24-4519

予屋住設

置ま24-2541

備)南予水道住設

合 25-1350

福水道工事庖

まま24-3656

i成

。紛

伊

}字

6月3日(日)

6月9日出

6月10日(臼)

に
か
か
り
、
こ
れ
に
よ
り
重
度
障
害

の
状
態
に
あ
る
戦
傷
病
者
の
方

③
昭
和
日
年
3
月
白
日
以
前
に
死
亡
さ

れ
た
重
度
戦
傷
病
者
の
ご
遺
族

{
請
求
期
間
】

平
成
日
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
凶
年

3
月
白
日
ま
で

【
受
給
で
き
な
い
方
】

恩
給
法
や
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
な
ど
の
給
付
を
受
け
た
方
が
い

る
な
ど
の
場
合
に
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

{
問
い
合
わ
せ
先
】

①
大
洲
市
福
祉
事
務
所

高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

合

@
2
1
1
1

(内
線

1
7
5
)

②
愛
媛
県
保
健
福
祉
部

保
健
福
祉
課
援
護
思
給
係

2
0
8
9
・
9
4
1
・
2
1
1
1

第
七
回
特
別
弔
慰
金
支
給

{
支
給
条
件
】

満
州
事
変
以
後
の
戦
没
者
等
の
遺
族

で
あ
り
、
平
成

7
年

4
月
1
日
か
ら
平

成
日
年
3
月
別
日
ま
で
の
聞
に
、
そ
の

戦
没
者
に
関
し
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族

年
金
等
の
受
給
権
を
有
す
る
方
が
い
な

く
な
っ
た
場
合
。

岡

情)星加水道設備

公 26一0020

塚 鉄 工所

公 25-0030

森設備

ft25-4023 

南設備

公 25-4684

徳

大

神

6月16日出

6月17日(日)

【
支
給
対
象
者
】

①
平
成
日
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
の
弔
慰
金

の
受
給
権
を
取
得
し
た
方
。

②
戦
没
者
等
の
子

①
戦
没
者
等
と
生
計
を
共
に
し
て
い
た

一
、
父
母

二
、
孫
三
、

祖
父
母

四
、
兄
弟
姉
妹

④
③
以
外
の

一
、
父
母
二
、
孫
三
、

祖
父
母
四
、
兄
弟
姉
妹

⑤
①
か
ら
④
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族

【
請
求
期
間
】

平
成
日
年

4
月
1
日
か
ら
平
成
弘
年

4
月
1
日
ま
で

{
問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
市
福
祉
事
務
所

高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

合

@
2
1
1
1
(内
線

1
7
5
)

人
権
擁
護
委
員
の
日

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、

6
月
1
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心

と
し
て
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
周
知

と
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
当
市
の

丸電工業

ft24-5351 

保鉄工所

公 26一0537

三原設備

ft24-3783 

佐々木鉄工

まま26一0875

甲建設 (閥

会 24-5914

(有)菊地浄化槽セ ンター

まま24-0013

(有)

(有)

(有)

久

上

6月23日出

6月24日(日)

6月30日出

人
権
擁
護
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

稲
田
賞
留
(
平
野
町
野
田
)
合

@

3
6
6
7

高
岡
政
義
(
五
郎
)

合
@
3
9
7
1

大
塚
年
男
(
東
大
洲
)

合
@
5
8
2
9

松
本
忠
行
(
田
処
)

包
@
5
2
3
5

白
石
美
子

(
阿
蔵
)

包
@

4
2
7
8

辻
幸
毒
(
菅
田
町
菅
田
)
合

@
5
0
8
1

奥
島
直
道
(
常
磐
町
)

合
@
1
1
2
7

松

岡

強

(
八
多
喜
町
)合

@
0
3
1
6

相
談
ご
と
に
つ
い
て
は
、
広
報
最
終

ぺ
l
ジ
を
ご
貫
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
法
務
局
大
洲
支
局

企

@
4
1
1
5ま
で
。

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
押
し
花
ア
ト
リ
エ
「
彩
」
作
品
展

5
月
却
日
附
1
6
月
3
日
間

V

「
わ
た
し
の
愉
し
み
」
小
品
展

E

6
月
5
日
ω

1
6
月
口
日
同

V
大
洲
高
校
美
術
部
作
品
展

6
月
四
日
ω
1
7
月
1
日
制

展
示
時
間
叩
時

i
げ
時

※
最
終
日
は
凶
時
ま
で

年
末
ま
で
休
ま
す
開
館
!

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

公
@
1
2
8
1

E

-

-

E

 

一

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
ま

圃
さ
に
大
型
連
休
と
な
っ
た
よ
う
で
、
多

一
く
の
人
が
旅
行
や
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
に
出

E

か
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

E

で
も
、
広
報
係
に
と
っ
て
は
ち
ょ
う

一
ど
こ
の
連
休
期
間
が
原
稿
の
校
正
(
文

園
字
の
誤
り
や
内
容
の
訂
正
を
す
る
)
時

一
期
な
の
で
す
。
連
休
中
、
窓
の
外
の
様

-
子
が
と
て
も
気
に
な
る
「
カ
ゴ
の
中
の

一
鳥
」
な
ら
ぬ
市
役
所
の
中
の
広
報
係
と

昨
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
(
や
)
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内
キ目 談 内 容 日 時 1J， と 場 所 な ど 聞い合わせ先

交通事故相談 6 月 8 日(金) / 10 時~ 15 時 市役所3階会議室 総務財政課父通安全係
(愛媛県) 6 月 25 日(月 ) / 10 時~ 15 時 市役所3階会議室 ft 24-2111 内線323

人 ~t( 本自 談 6 月 15 日(金) / 10 時~ 12 時 よ須戒公民館
急ぐときは法務局 合 24-4155

(法務省) 6 月 19 日(火) / 10 時~ 15 時 市役所3階会議室

人権擁護委員による 毎週月・水-金曜日 法務局大洲支部
法務局大洲支局 ft24-4155 

無 料 ヰ目 談 戸斤 9 時~ 16 時 (休日を除く) 人権相談室

~'j 政 ヰ目 談 6月 20日(水)/9 時~ 12 時 市役所3階会議室
急ぐときは ft 24-5072 (山本)

(総務庁) ft 24-4294 (辻)

社会保険相談
6 月 5 日(火)/10時~1 5時30分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

6 月20日(水)/1 0時~15時30分 合 089-925-51 05 

不動産無料相談 6 月 15 日(金) / 9 時~ 16 時 宅建協会大洲支部 (有)上田喜六不動産 ft24-4452 

定期税務相談 6 月 8 日(金) / 10 時~ 15 時 大洲商工会議所 大洲税務署 ft24-3115 

l一般相談 毎週月 -水 -金曜日 社会福祉協議会相談室
心配ごと l法律相談 毎週火曜日

(総合福祉センタ 1階) 社会福祉協議会 合 23-03131
相 談 i介護相談 毎週木曜日

l電話相談 10 時~ 12 時、 13 時~16 時 (直通)公23-5629

家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所局齢福祉課 宮 24-2111 内線 177

同和問題に関する
毎日の執務時間中

大洲隣保館 ft24-6100 
なんでも相談 大洲福祉会館 ft 25-0947 

青少年相談電話 毎日の執務時間中 青少年センター ft 24-7830 

ふれ愛スクール相談電話 毎日の執務時間中 国立大洲青年の家 ft24-1414 

案とー-::弘
、一談本目

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

品
ゆ
る
電
盤
面
骨
倫
明
画
局

第
6
回

高
山
の
巨
石
遺
跡
(
久
米
)

い

が

し

ほ

こ

は

る

み

ち

常
磐
井
厳
支
や
矢
野
玄
道
な
ど
の
先
哲
偉
人
を
輩
出
し
た
文

化
の
香
り
高
い
久
米
地
区
。
そ
の
中
に
あ
る
高
山
寺
山
に
は
、

今
も
巨
石
遺
跡
が
数
力
所
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
昔
、
こ
の
大
き
な
石
を
大
洲
藩
の
命
令
で
久
米
川
に
か

け
る
橋
の
材
料
に
し
よ
う
と
掘
り
起
し
て
運
び
出
し
、
翌
日
橋

を
か
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
石
が
夜
の
う
ち
に
元
の
位

置
に
据
わ
っ
て
い
た
と
い
う
民
話
も
残
っ
て
お
り
、
地
域
の
人

た
ち
に
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
昔
話
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
見
下
ろ
す
高
山
か
ら
の

風
景
は
す
ば
ら
し
く
、
特
に
、
夜
景
に
は
誰
も
が
感
動
す
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

春
は
、
ふ
き
の
と
う
、
つ
く
し
の
群
生
が
私
た
ち
を
迎
え
、

夏
の
花
火
大
会
で
は
ゆ
っ
た
り
と
眼
下
に
大
輪
の
花
火
を
見
下

ろ
せ
ま
す
。
ま
た
、
冬
に
は
幻
想
的
な
雲
海
を
力
メ
ラ
に
お
さ

め
よ
う
と
、
早
朝
か
ら
カ
メ
ラ
マ
ン
が
訪
れ
ま
す
。

一
年
を
通
じ
て
、
朝
か
ら
夜
ま
で
楽
し
め
る
高
山
へ
日
頃
の

い
や

疲
れ
を
癒
し
に
ち
ょ
っ
と
ド
ラ
イ
ブ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「高山のメンヒル (ラテン語メン=石、
ヒル=高いの意)Jの名で知られている
「高山ニシノミヤ巨石遺跡Jは大洲市指
定史跡第 1号の指定を受けており 、そ
の大きさは東洋一といわれています。

今
回
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
久
米
公
民
館
の
久
保
田
さ
ん

で
し
た
。
あ
り
、
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大洲市内の交通事故市民の動き

4月末現在 昨年同期

件数 86 96 

負傷者 108 137 

死者 l 1 

平成13年4月30日現在

28人(一10)

24人(+10) 

出生

死亡

39，191人(十152)

18，671人 (+75) 

20，520人 (+ 77) 

14，543世帯 (+104)

口

数男
女

帯

人

世

今月の納税は

県民税市・

14 

( )内は対前月納期は7月2日です
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